
ディスポーザディスポーザ
生ごみを　砕いて流す　快適生活

 キッチンに適したスリムボディの快適設計

環 境 槽 美

規格適合
製品認証　取得済

YD130BWP
（手動給水式）

YD130BWPA
（自動給水式）

ごみ



●三角コーナー・溜め置きスペースが不要でシンクも広々清潔。
●生ごみのいやなにおいや後片づけがなくなって大助かり。
●ごみの量も減りごみ置き場も清潔。猫やカラスも寄りつかず、後片づけも簡単。

ディスポーザシステムの仕組み

使う人に 「やさしく」 、環境に 「やさしい」 エコロジーシステム

家庭ごみの約1/3を占める生ごみを削減 「生ごみの臭い」も、
心配なし。

年末年始のように
ごみ収集の間隔が
あいても安心。

ためる前に即処分

排水処理槽内のバクテリアの力

で生ごみを分解。

きれいな水を放流するので

環境にも優しいんだぽ。

でぃすぽくん

1 階まで生ごみを
持っていくのは大変

投入口

生ごみを投入

ディスポーザと排水処理槽で、 生ごみを完全に分解 ・ 浄化。

ディスポーザシステムは、 生ごみをきれいな水に変えて下水道に戻します。

利便性と環境面を両立したエコロジーシステム 「環境槽美」

生ごみを持ち歩かないため、 共用部分が汚れる心配も減少。 財産であるマンションを美しく保ちます。
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YD130BWP



１ 低騒音・低振動構造のため、作動音は日常会話レベル

10cm 8cm

フタスイッチ部に排水開口を広くしたＳＥＴ位置を設けることで、

ディスポーザ未使用時の排水性能を大幅に向上しました。

安永クリーンテック製ディスポーザの特徴

３ 排水性能が大幅に向上

４ フタスイッチの掲載で安心・安全　操作はらくらく・簡単

低騒音 低振動 快適生活× ＝

２ 投入口が広くごみ入れが簡単
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安永クリーンテックは多数のお客様から

　「ディスポーザは便利だけど、

                  もっと水の流れがスムーズになれば････」

とのお声を頂戴し、ご要望にお答えいたしました。

旧型に比べ生ごみ投入口を２ｃｍ拡張。

生ごみが投入しやすくなり、

万が一、異物を投入してしまった場合も、

開口部が広いため、確認も以前より簡単。

生ゴミを入れ、水を流し流したあとフタスイッチを押し込んでONに回すと運転を開始します。

動作停止後（１分間運転）水を止め、フタスイッチをOFFに回してください。※手動給水タイプの場合

生ゴミを投入口に投入 水を流しながらON 動作停止後、水を止めてOFF
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ディスポーザの生ゴミ粉砕時の作動音は、低騒音・低振動構造の

機種であれば、騒音の発生が抑えられ、安全フタスイッチの防音

効果と合わさり、優れた静音性を確保。

「約61デシベル」　という数字は、日常会話レベルの音量となり、

上下左右の隣接住戸等に迷惑をかける心配もありません。

（音の目安：通常会話60デシベル、電車の車内80デシベル）

※上記作動音は安永クリーンテック製YD130BWPを使用した場合の作動音になります。
　 機種・メーカー・使用環境によって作動音の音量はことなります。
　 音量・振動の伝わり方には個人差があります。
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お問い合わせ先：

このディスポーザは単体で取り付けて使用することはできません。
下水道または合併浄化槽に放流する基準を満たした生ごみ処理
システムと一緒にご使用してください。

標 準 仕 様

製 品 型 式

モーター仕様

主 要 寸 法

安 全 装 置

型　　式

定格出力　　  （ＨＰ）

電源電圧　　   （Ｖ）

電源周波数　  （Ｈｚ）

定格電流  　　 （Ａ）

定格消費電力   （Ｗ）

質　　量　　  （ｋｇ）

全高寸法　　 （ｍｍ）

外形寸法　　 （ｍｍ）

奥行寸法　　 （ｍｍ）

粉砕室容量　   （Ｌ）

ＹＤ１３０ＢＷＰ（Ａ）

１／６

１００

　　５０／６０ 兼用

２．９／２．９

２９０／２９０

６．６

３２６

１８０

２２０

１．０（生ごみ約２５０ｇ相当)

焼損防止装置

（６０秒連続運転で自動停止）

製品のスペック及びデザインは改善等の為予告なく変更する場合があります。
製品の色は印刷物ですので実際の色と多少異なります。

● このカタログは2019年11月現在のものです。

東京本社   ：〒130-0014　東京都墨田区亀沢3-4-1
　　　　　　　　　　　　　　 　　 TEL：03-5619-1022　　FAX：03-5619-1039
大阪事務所：〒518-0012　三重県名張市箕曲中村920
　　　　　　　　　　　　　　 　　 TEL：0595-33-0001　　FAX：0595-33-0002


